
 

 

 

 

 

 

 

心が変われば 態度が変わる・・・  校長  井田 寿 

３月１日（日）に開催された東京マラソン２０２０ 

（４２．１９５ｋｍ）において、大迫傑選手は２時間 

５分２９秒という日本新記録を出し、見事に東京オリ 

ンピック日本代表選手となりました。９月に開催され 

たＭＧＣ（マラソングランドチャンピオンシップ：代 

表枠２名）では３位となり、代表選手にはなれません 

でした。その時に「何が足りなかったのか？」自問自 

答したそうです。「まず、最初に自分の『心』を変えな 

ければいけないと思い、練習拠点を環境の整ったアメ 

リカから厳しい環境のケニアに変えました。そこで、生活習慣も練習メニューも変え、日々

精進した成果だと思います。」と振り返っていました。 

右の言葉は、私が心打たれたものです。人生に「運 

命」という定めがあるならば、それを変えることがで 

きるのは、自分自身の「習慣」であり、「行動」であり、 

行き着くところは「心」であることを示しています。 

人生を変えるのは、自分自身のちょっとした心のあり 

方次第です。スタートは、自分の心が動かなければい 

けません。前向きに動けば、行動の一部、それもほん 

の少しの一部でいいから変えてみることが大切です。これならできるというものから着手

してもよいと思います。「習慣」の一つだけでも変えてみるということです。例えば「３日

に１回磨いていた野球のグローブを２日に１回磨く」「スマホのオンラインゲームを１日

にやる時間を１０分減らす」などです。 

〈卒業生のみなさんへ〉（第３８回卒業証書授与式 校長式辞 一部抜粋） 

～「思い出強く抱いて 勇気を翼にこめて 希望の風に乗り この広い大空に夢をたくし

て」「いま 別れのとき 飛び立とう未来信じて 弾む若い力信じて この広い この広

い 大空に」この歌詞は、卒業生のみなさんが一生懸命練習してきた『旅立ちの日に』の 

一文です。三郷小学校６年間での経験や思い出を心の宝物として、これからの未来を信じ 

て、希望をいつも心に中学校という新しいステージへ胸をはって、自信をもってスタート 

してください。～ 

 最後になりましたが、一年間保護者及び地域の皆様には、本校の教育活動に御理解御協 

力をいただきましたことに深く感謝するとともに、これからも地域の宝である子どもたち 

を支えていただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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子どもたちにとって節目のある春となりますように！ 

 

大迫 傑 選手 

 


